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いくべきか考えるきっかけとしていきたい。   
中村修ほか「福岡県大木町における循環授業の実践」は、2006年度から継続しておこなってい  
る児童対象を事例に、循環授業が環境教育の一環として地域や教育の現場にいかに根づく存在とな  
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っていくのかを論じている。大学の地域貢献活動が、地域にも歓迎されるものとなるための多くの  
示唆がつまった、実践に裏づけられた説得力がある。   
中村修・長岡諭志「環境マネジメント論における学生研究室監査の取り組み」は、河上ほか論文  
と同じく、学生が学習したことを実践に移していく意義を述べている。今後も、経年的な学生の視  
点の変化など、教育的な効果について議論の蓄積がなされることを期待したい。   
松田香穂里ほか「長崎県立国見高等学校における環境教育活動の事例」は、生徒の地道な取り組  
みが、環境改善の顕著な効果として表れていることを述べ、筆者自らも活動支援に携わりながら高  
校における先進的な事例であることを実証的に論じた。   
環境教育研究マネジメントセンターの活動は、まだ緒についたばかりであるが、これらの貴重な  




（深見 聡）  
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